
 ２０２１年６月２日 

アジア開発銀行が発行するジェンダー・ボンドへの投資について 

（アジア・太平洋地域におけるジェンダーの平等および女性の活躍を推進） 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループの三井住友海上あいおい生命保険株式会社（社長：加治 資朗）は、

このたびアジア開発銀行(（以下、「ＡＤＢ」）)が発行するジェンダー・ボンドへ投資しました(２０２１年

６月２日付)。 

ジェンダー・ボンドは、ＡＤＢによる、ジェンダーの平等と女性のリーダーシップ促進に資するプロジェク

トを支援するために発行されます。アジア・太平洋地域におけるジェンダーの平等は、ＡＤＢが公表してい

るストラテジー２０３０※1に定められた７つの優先課題のうちの一つであり、国連の定義する１７の持続可

能な開発目標（ＳＤＧｓ）のうち、目標５(ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワー

メントを図る)と整合します。本債券の資金使途は、下記の５つの目的のために使用される予定です。 

１．女性の経済的権利の拡大 
２．人間開発におけるジェンダーの平等の推進 
３．意思決定への参加とリーダーシップにおけるジェンダーの平等の推進 
４．女性の時間的貧困の削減 
５．外的ショック（災害、金融危機等）に対する女性の強靭性向上 

ＡＤＢは、ジェンダーの目標について、２０３０年までに、ＡＤＢが合意したプロジェクト件数の少なくと
も７５％においてジェンダーの平等を促進することにコミットしています。 

 

<投資概要> 

発行体 アジア開発銀行（Asian Development Bank） 

投資額 30 百万カナダドル（約 27億円相当 1CAD＝90.09円換算） 

投資年限 10 年（2031年償還） 

格付け Moody’s：Aaa Standard & Poor’s： AAA Fitch：AAA 

 

今回の投資は、当社が持続可能な社会の形成に寄与し、社会貢献事業への支援を果たすものです。２０１６

年度より継続的にＥＳＧ投資を行っており、昨年度は米州開発銀行の発行する「サステナブル・ディベロッ

プメント・ボンド（新型コロナウィルスへの対処）」へ投資しております。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、「グローバルな保険・金融サービス事業を通じて、安心と安全を

提供し、活力ある社会の発展と地球の健やかな未来を支える」ことを経営理念に掲げています。中期経営計

画においても２０３０年に目指す社会像を「レジリエントでサステナブルな社会」とし、その実現に向け、

ＳＤＧｓを道しるべとして取り入れています。 あらゆる事業活動において環境や社会との相互影響を考慮

し行動することを通じて、企業価値の向上を図るとともに、 持続可能で強くしなやかな社会づくりに貢献

していきます。 三井住友海上あいおい生命は、今後もＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの経営理念に

則り、投融資、金融商品・サービスの提供等、事業活動を通じて社会的課題の解決に貢献してまいります。 

 

※1：https://www.adb.org/sites/default/files/institutional-document/435391/strategy-2030-main-document.pdf 
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